向う の 青々 した 山の 裾まで、 かるく、 ゆれて、 ホン 

ノリと して 見える ので、 まるで 初春の 雲雀で も 鳴いて 

居る 時の 様に 思われる。 

まだ 三※ 〔# 小 書き 片仮名 ガ、 414-12〕 日が すまない の 

で、 漁船 は 皆 浜に 上 つ て 居て、 胴の 間に 船 じる しの 「の 

ぼり」 と 松が 立てて ある その 下で、 「あさぎ 地」 に 赤で、 

裾模様の ある、 あの 漁師 特有の 「どてら」 の 様な ブヮッ 

とした もの を 着た、 色の まつ 黒な 男が、 「あみ」 をつ く 

ろったり、 立ち話し をしたり して 居る。 

いかにもお 正月ら しい。 

正月の 海辺 は 今年 始めて 見た の だけれ 共、 東京の 町 



それに、 すぐ 目の前に 江の 島の、 あの 安つ ぼい 棧橋 

側が 見え て 、 うすきた な い 石が けに ごみが よせて 見え 

るので、 何とな し 俗つ ぼい。 

あの 江の 島の 貝細工 店の 女達の 様に、 いやみな とこ 

ろが どこか ある。 

けれ 共、 松の ある 出 島の 裾まで、 白い 波頭が ゆる や 

かに 見渡せて、 ザ ザ ザ ザ —— と 云う 響が、 遠くから、 

( 一 字 不明) 

次第に 近く、 よせて 来て 低い 砂 を □ う 波が、 白い 

水泡 をの こして は 引いて 行く 様子 は 必 して 悪い はず 

もない。 

江の 島が あるば つかりに、 ここ いらの 品が すっかり 
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